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I 街究ο 目的

全国学力調会のttから ，小学佼第 6学年の地図のa?Cみ方{宅関する内容をとりあげ， 児童の応答状況と

分析的問題VC1>>けゐ実施の総呆を手がかりとして，主として次の二長を明'らかにしようとした。

ア 地図を読みとるうえκ必要?ま，地図記号，方位 ， 縮尺，等、高線などの拳縫的知識 ， 技能の~待状 '

況を明らかにし，その問題点をさぐる。

イ 小学佼高学年にかける地図指議の系統的発展について検討を加える。

以上の二点を究明しながら，岡崎VC，地凶指導を己主諮ナるためのいとぐち ，あるいは万向を見つけだ

そうとしたものであゐ。

E 研究の内容 と方法

工分析の対象とした全国学力調査問題

打 )調査問題の内容 とねらい

分析的研究の対象としてとりあげた余関学J]調査問繊の内容やねらいは ，{;7.:，のとj;;>りである。

筒題・内容… ・第 4学年 大問団 地図の読み方

ね ら い…一・地図記号，方位，縮尺， 等高線等の知識金活用して地図、愛読む能力

小問のね.らい ③‘地図記号，等高線等Kついての知識を活用して地図を読み ，地域の特

@ I微を判断する能ブJ

@ 地図記号，万位，縮尺，等高線等についての知識を総合的に活用して
地図を必Eむ能力

(2)調査尚題

分析的紛究の対象としてとり事とげた相手口 40年度全国小千戸佼学力調査問題(以下，略して調王室問題

という)は，t欠のとなりである。

fE〔あ〕 下の1，2 ，3 ，4 ，5の文主主のうち，地図 1によ 〈あてはまるも

。工場 三百〈だもの畑 しー~向
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の，地図 2によ〈あては

まるもCはどれです活、

それぞれ一つずつえらん

で ，その軒を亡コの

中に重苦きなさい。

@ 



l 東商売山にかζまれた谷閣の中で，人々はせてまい土地をたがやして〈ら

している。水沼はほとんどな<， :J;~もに畑作が行なわれている。

2 町は，)11が海へそそぐ左 ζろvc発達し，交通は使本IJである。 北がわの山

の答aでは ・〈だものづくりZよ〈行なわれている。
3. 山は海岸近〈までぜ1.9，i鐙上交通が不便で，とてHl町へ行くにも船を

利用すみ ζ とが多い。鉄道もまだ通じてい念加。

4 まわりを山にかとまれた在地の一部で ，むかしの竣あとが高ゆかの上

にあり ，1I!jはその東がわK発逐している。

5. 川ぞいに平地が広〈つづき，米づ〈りがよ〈行なわれている。また川ぺ

りには，くだもの畑も見られる。

地図 1の答え

回〔あ叫 | 「寸
@ @ 

〔い〕 フをの 1，2，:3の問は ，上の二つの地図のどちらかの学伎を中心と I@
して著書いたものです。両方の地図をよ く見念がら，正しい文を一つだけえ

らんで ，その地図ほの番号を，それぞれ口口併に番付さい。

1 学絞の前の遂を@のほう VC3 0 0メートノレほど行〈と，遜は十字銘とな
ゅう

る。 ζ とは1自了の中心で ，役過や郵便局などがるゐ。

2 学佼から1とのほうには， 川をはさんで水田がひらけ ，そのさきの山ナそ

には ，神社;や〈だもの焔がある。

3 学佼は ，高さが 40メート }Cほどの荷台のよにあ!?，slJを見かろすとと

ができる。 北のほうには欽備が見え，学校と鉄縫との間Kは工場が多加。

地図の 文 の
(番号) (守番 号)

回一己日 (
(251 

(3)ζの問題をとりあげた理由

ア 地図のま埼み万(と関する問題は ，刻典的思考力を総合的に手"価できるといわれる。地図を読みとるに

は ，員s図記号 ，方位，縮尺， 等高線;1:どの知織をじゅうぶん主主解しているととが先決条件である。そ

して， ζ うした主仮践を活用 して，地図上/IC:l>サ7 る諸事;象の相互的関係や地域の特徴~判断する能力~

Jミκ身。てつ加てい2をければ，地図が読めるとはいえ念いし，地燈的思..考力も じゅ うぶんとはいえ念い。

とう した理白からー ， 読図能力を高める ととは ，現在，地灘的内容の学'~f旨等にないてií袋11..研究問題

になっている。

イ 地@v読み方に関する問題は ，全国学刀謝査でも ，例年 ，ほほ問-0.)出題傾向で継続的に出題され

ている。その結果によると ，全国平均A答認は下記のよう陀湖i次高くなってきている。
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ζ うした正谷泌を年度ごとに比較，検討する場合には，それぞれ出題されたときの地図の条件ゃ，

間態の主主易皮~考援にいれ浅ければならないが，それらの諸条件を考えに合め允としても，子ども

の読図力は向上していゐといわれている。本年度のお合，小間の平均 77.9.%という正答率は， ζ

の学年vc辛子ける問題全体のなかで ，最高の正答本を示しているのでるる。 しかし ，ζの高い正答率

が ， 出婚のねらいにあるような地図記号 ， 方位 ，縮尺，等高線念どの地闘を読みとるうえに必婆~

基礎的知識を ，子どもたちがじゅ うぶん活用して応答した結果であるかどうかについては，全国学

力調査の性格ゃ出題の制約よ，必ずしも明らかにするととができない。したがって ，読図κ必婆な
基礎的知識を袋素的にわけ ， その~待伏況を分析し ，具体的陀検討してみるs必要がある。

ウ また，文部省の出題窓図が ，その学年として要求される読図カの基準令示す閉鎖であるならば ，

第 5学年と第6学年ではそれぞれの問題の緩易度t'C&がるるととが当然であろう。しかし，商学年

の問題κは大差のなしqとζろから，小学校高学年vcj;~ける地図指導がどのよ う K発展し ， ぞれはま

た指導内容とどのように関連しているかを検討するととは有意義であると考える。三戸い ，::zド年は小

中学授ともに学力調貸~実施したので，社会の分析的研究と しては ， 小，中学校とも Vζ大縮尺の読

図問題をとりあげ ，分析的研究という範関内でこの問題を考察してみようと考えた。 (Iド学伎の説

随分析については，研究紀援第53祭を重量総)

2 研究の方法

什)分析的問題作成のねらい

分所的仰の服と してとりあげた調査問題は，先叫がたよう に和学年の大問団 地図の読

み方である。そのうち，各l渇雌のねらいは ，@ ，e)が地図記号， 等高線についての知識を活用して

削減み ，峨の手守備判断ナる能力，③が地幽記号 ，万位 ，緑尺，等高線等についての知識を総

合的陀活泊 して勉民会説tr能力をたしかめたものであゐ。す7をわち，とれらの問題を脱毛与するためには

地図記号，雄，縮尺，等高線などの知識や浅絡が身につけていなければならが。また，囚の問題

叉を分析的氏調べてみると， 当然のととながら ，上記のねらいに即応して地図記号，ノ信位 ，縮尺，等高

線などの事がらが記述されている。 いま ，それらの基礎的事項がどのようなかたちで述べられているか

を列記すゐと ，

地@記号κ関する事がら……・・水白 ，畑作 ，町，鉄道 ，或あと， 学校，役場 ，郵便局 ，.f牝1:，鉄橋
(その他地図の中陀) 工場， くだもの;綱，港，橋 ，トンヰノレ，縦など

万位に関する事;otら0・……-東Iffi，北がわ ，.SR iJiわ，rLYのほう ，北のほうなど
-， 0 500m 

縮尺に闘する事がら.".，・H ・30 0メー トルほど行く， I a ・ a ・ 8 など

等高線氏関すあ事がら...・H ・..11.1 ，谷間 ，山の斜I筒，盆地， :b'か， tJ Iナ-t， 4 0メー トノレほどの高台

など

つま り，少なくとも以上の挙がらを知織と して2討議し，さらにζれらの知識を活用して地alょに含ま

れている縛れ説んだり，地域の糊を判断したりする能力が的確でないと 回目しく応答した

とはいえない。そζで，とれ らの主主礎的知識の省得が克明 t'C#き ~.!Jする ζ とのできる問題を分析的に
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作威し，統l刷E必裂な越後約尖ぷ的知滋の~手書羽視を明らかにする必要きがある。 (ζのような怠凶K丞

づいて作成した問題a::，との研究では，分析的問題と呼ぶ。 }

分析的問題作成のねらいは，以上のょっな小f回日のねらWや侶示文の内谷など会4言語窓κ入れて，訟Lのよ
うたした。

ア 調貸間繕巨 の騨決に必婆念地図記考 ，)j位 ，縮尺 ，等高線などの知識，荻徒陀ついて・その滋

待状況を分析する。

イ 地幽，f2号 ，方位， 縮尺 ，等高線の知識を総合的氏活用して， j也凶を読む能力の実怨を明らかにす

る。

ワ 問.&iを分析的に考えたり ，地@ ， ~択肢などを注意謀長〈見た Dナる力をみる。

エ 第 5学年の調守空間磁や前年度のf笥長ti1iども含めて出掛し，地区俗芸事の系統的発展について考祭ナ

る。

(2)分析的問題

囚つぎの地図記号は，どのようなととを示ナものですか/い;でかとんだ中から ，

正しいものを一つずつえらんで ，その記号を( )の中t(書きなさい。

① ヲミ ( ) @ ⑤( ) @ O ( ) (4) 司( ) 

@rJ:l( )⑥内( )⑦ふ( ) @町:CJ( ) 

@白羽( )⑩苫ペ~ ( ) 

: ア 役場 イ 水 包 ウ t~便局 工 品皆 オ 竣抗 争
カ 鉄道 キ 神社 ク 等高線 ケ 学佼 コ~

国竹しるされていない制では ・地ーム ，÷ ，ι右ーバJふーんι
司~ ，北のどちらのほうにゑり ますか。下の( )の中K~きなさい。

とは( ) 下は( ) 左は( ) 右は( ) 

凶下のJ哩ユをよ〈見て，文蜘 { }の中刀、ほしいもめを一つずつえられ ー

その記長?をOでかとみ念さの。
岨i

iム 且.

品
11. 

11. 

O. • • • 5q仰

56年年正正答答a8g 

① 
9 8 
1 0 0 

② 
9 B 
9 9 

7 6 @ 
I 6 

8 3 
~ 9 1 

③ 
7 4 
8 1 

8 0 @ 
8 <1 

9 6 ω 9 6 
可 ι

@ 
9 9 

9 7 @ 
1 0 0 

(lQi 
8 9 
8 9 

国 5 8 
5 2 



設工場 L~ t. 6 I (だもの畑 。ー___l_，_~， ~OOID ー3 ・←a 

来 、 l① 5 1 
4 <1 

議は鼠の

3ニ 北

I@ 11 9 
鉄橋の ウイ 北南 東rtli には，郵便局yがある。

11 11 

エ 南t!!i，

I@ 6 2 
制吋までの道吋はか£そ z: z 1キロメートル 7 " 

150  0メートル ぐ らいあ~ ，それ
は，

4キu メー トノレ

!ω 5 4 
聞から役邸主吋織 さけのお日 2; こ 2ばい 6 5 

4ばいである。v

1 0ばい，

@!7Ml  
I@ 8 1 

Bt也からC!也に行〈とちゅうに イウ 水くわ畑田$ が見え ，

8宇

エ 〈だもの畑

申17上問 i |⑥ 5 7 
道(r;t イ 下り坂 Vてなっている。

6 8 

ウ たいら

エ かいだん

固 下の地図を見て ，つぎの問いに答えなさい。

@ 地函κ示されている③ ー@ぷ前|心 4 0 
4 9 

凶は ，っき'のアからカまでのうちのどれ

ですか。正しいものを一つだけえらんで

，その記号をOでかとみなさい。

@ 

ー?一



ア主与一44:L石エユ。o と準ぷ・~1::主之主主主LS

川
叩
③
。

エ

m 
80 
③ 
カ 40

。
② 上の地図K示されているa，b，cの三つの登山遂のうち，いちばんなだらか I@ 
吃遂をえらんで，その記号をOでかζみ念さい。

⑮ 

国国の地図 1.地図 2をよ〈見て，つぎの問問答えなさい。

①U 下のア列川沙

その記号をOで沙か‘とみ念さい。

ア 町のまわりκは，見わたすかぎh水聞がひらけている。..ttがわの山の斜面で
は ，一部で〈だものがつくられて凶る。

とか しう

イ 川;o=海にそそぐと ζろに小高いかかがあり，そのょに成あとがある。町はそ

の北がわに発達している。

ウ 道機が近くの村から集-UI，鉄道も通じているので謹上交通は使JiJである。

JIiにそってl!l'fi!t発送し，す ぐ近くには山か吐まっている。

エ川の南がわは工場や絡がるって町が発逐している。北がわκは水聞がひらけ，

山の斜iI.ii(.'Cはくだものづ〈りがなとなわれている。

オ 山(1:海岸近くまでせまっているが;港がらって海上交通は便利でるるむ水回

はほとんどみられない。

告 下のアかければ掌のうち，哩三時てはまるものを一つだけえらんで'I@
その記号をOでかζみなさい。

ア 山のふもとにそって道が通じ，そのF有効tわには広nとした水田がひらけてい

る。止 とろどi;，ろに新しい工湯がつぐられている。

イ 会わ!:JtqJJでかζまれたを地の--Bsで折。水田がほとんどなし叫に畑

f乍3321品、と投われていみ。

ウ 倒了念みv1:そった道路と平行に)11が流れ .JIIべり には〈だもの畑がみられる。

平地S亡は米づくDがよくかζ なわれている。

ヱ 山は海岸近くまでせまり， 人々はb もに漁業で生活しているc 交通が不便で

鉄道もまだ通じていな加。

一10-
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オ 町は広r とした平地(01ゃにあ!;l，周聞は米つ(!:Jがさかんである。川にそっ

て銑必が必 じ，交通も鋭利である。

111 1.亙2生凶 1と下の文指をよ〈統んで， つをの問いに答えなさい。
-・・e・・e・・・・ ・・・0・・・・・ 0・0・""・・・・0・・・0・・・・・・ ・3

ゆき子さんは駅前0A地保で旅人から ，ra地へはどのように行けばよいので;
し工 うか。」とたずねられま した。そ乙で， ゆき子さんは，駅前 HらB地までのi
じ岬lI. ¥J駒ι : 
道般を， つぎのような煩じよで説明しましたの

: 1. rζとをまっすぐに，がよそ 7 0 メ ー トんばかり行〈 と ， 道は十字路に~ Þ~Iω 
I 1. 7 7 

まナ。 J :1 8 6 

2. r十怖のふきんは町の中心で病院やま便局が約ます。 J ~I 2. 4 6 
五 「そこで道を右陀支がt， 1キロメー トルほどまっす、行ぐと ，織があ.!:>'I: 
ナ。J

4. n舎をわたると .~査は戒のほうに向かつてのびています。左に鉄道線餅を見:

ながら ，しばらく進むと ，道は山にさ しかかります。J

: 5. rB地r.t右がわにさいしょ に見える部らくで ，山の中ふ〈にあります。 J

① ゆきチさんがl/K.人!tC説明 した 1から 5までの文の中で ，.tEし〈説明した叉には

0，まちがって説明 した文にはXを， 下の( )の中vc蓄さ なさい。

2…( 5…( 

② ゆき子さんが ，まちがって設明した部分を文のゆからえらんで ，その下に ー l②

線'á'~Iきなさい。

@ まちがっている部分を下にぬき省主し ， それを正し〈な訟 し~ざい。 (忌

|三!:>1.);い 1 li し ぃ!
) ー『み

) ーー砂

ー-・

ーー参

ーー~

区つぎのxJi.は .@] <l)盟三の学校を中心としてふきんのようすを書いたもので|固
す。地凶2をよ〈見て， .JEしい文を一つだけえらんで，その記4去をOでかζみなさ

v、s

ア 学改からヰヒのほうえは，川告とはさんで水同がひらけ ，ぞのさきの山すそには科

社ゃく だもの蝋がるる。

- 1 1-
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イ 学佼の西がわにはi町があ !:J.東や荷tζは水聞がひろがっている。すぐ近〈には制
明

郵便局ゃ神社などがある。

学校の前の遂を商のほうK 5 00メートルほど行〈と p道は十字噛となる。とウ

とはI可の中心で ，いろwろit.J苫がたちならんでlハる。

学伎は平地にあり ，爾がわでは米づくりがさ?小んである。北のほうの山ナそ氏ヱ

は手相;がある。

つぎの地図を舟r，下の文の { }の中から .jfしいものを一つずつえら

れ ，その記号を〔コの中同杭さい。

国 〔あ〕

""f 
'〆

三1j〆，-
7〆/
，. 11/. 

一11，.
'〆
". 
". 

ノ〆，

~ '/III 

伊， ， 
/ ， 
〆
〆，〆，
γ勺，t'俳ん

'1 

d・」

ム

a‘・

. 
占‘

」・L

... 

回(る〕①の答え

f l  
回 〔あ〕②の答え |

下のア ，ィ ，ウ，エの文のヲち，上の地凶Kよくあてはまるととが著書いて

ある文はどれですか。一つだけえらんで ，その記号を亡!の帆書きなさ

h
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悶
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弘
明
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畑
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J
来

週

来

週

一
。
一

一。。
一
北

北

南

南

「・・
・t
ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

f
i
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-
-L
f
l
i
t
く
l
L

①

②

 

5 0 
3 6 

500m 

① 

。
JL 

場

学伎は郵便局の

。工

7 1 
7 3 

(2) 

メートノレでるる。

、1111l
i
r
i-
-
/

n
u
nu

n
u
n
u
 

nu

nu

一HU
内

U

今

L

n

崎
，
。

自Uー

は ，j;~ よそ

6 2 
6 8 

〔ぃ〕〔ぃ〕

出丁は鉄道にそって予定調~(広がり，その北がわVζは白や畑が広〈つづいて
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イ 神社は小高いなかの上にあり ，ぞとから見ると ，)1仰向乙うがわに工場デ(1;

多いととがわかる。

ウ 釈から海岸(c向かつてのびる一本選VC出ると，水臼がひらけ ，その道の向

がわにくだもの焔が見えて 〈る。

エ 町の北采のほうを， :j:，~かにそっ て古い遥が走って:jE?'þ ，その道にそって田了

の役草3ゃ学校がある。

固 〔い〕の答え

し」
回 見

ら

一

で

「
)
さ

を

の

か

を

ん

「

」

な

図

文

中

の

ら

を

さ

地

の

の

も

え

息
守
番

の

下

l
J
W
つ

記

児

在

，

し

ず

の

中

〕

て

{

正

っ

そ

の

会
器

ν'0 

南東1
北 東 l
}の方向にあり，をた役場は学校から

北 西 |

南西l 囚 〔あ〕①の答え

白〔あ〕②の答え

下のア，イ，ウの文主主のうち，上の地図によく あてはまるζとが書いてるる

文章はどれですか。 一つだけえらんで，その記号を仁コの判前枝川

ア 川婦のふiZふ州ゆ一本般のと とろから克わたすと ，港や二つの織がよ く

唱ち

郵便局は駅の

ア

イ

ウ

エ

〆
6
g
ll

l

，、il
i
-
-
K

②
 
品、よb

 。
るあ‘
.
 

h
M
V

・
ろとL」のルLr

 
メ

l
il
-
-l

、，1
1
1
l
l
/

の
U

n

u

n
u
n
u

内

U

《

U

n
u
n
u

q

，
内4
r3

n
u

〔ρ〕

見える。 迷〈κ見える僚が，汽阜のi通る鉄僑である。

イ J択を出た汽車が ，南西vr.向かつてしばら 〈走ると，鉄.n誌にさ しかかる。 )11 

をわたる少しまえで，鉄機よりよ流のほうに ，いくつかの工場が見える。

ウ 学佼は，町はずれのほうにあ り， あた.!H亡は水出が多い。学5tを出て委主や

l苫の主主らんだ通りを東のほう に行 くと ，語喜代出る。
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L 
(3)調査の対象

囚(¥;"lJの答え

にコ

新潟市近婦の小学校から 5か絞を抽出し ，第 5・4学年の学級からそれぞれ 1学級ずつ計 5学級(

約 130人)の!尼遜κてフいて分析的問磁を実絡し，結占誌の集計は，無作為抽出1'1:J:って占選定された

1 0 0名(男子 50.女子 50 )について行なった。

(4)調査の手順

調査の手JI良は次のとなりである。

a 砲事'f140年度の全国小学校学力調査の結果から抽出児まきの応答を絹査

b その中から分析の対象とする調資問題一 小学問る学年大問団ー を腕

口 分析のねらい(上記 Sベージ参照)κ基づいて分析的問題一 閉 ~白ーを作成

d 金歯小学校学力調査から 5か月経過したの・ら，抽出伎の間一児童陀対しbの翻査局題と， c:の

介析的問題を笑施

日 実施給男をの集計とそれに暴フ〈考察

(5)実施の時期と時間

昭和 40年 ?月

| - 30分 I! 0分
j 調査問題国 I ，... 
!分析的問題国田 町

(6)分析-の方法

4 0;か

分析的向題

計 o0分

5 ・6学年ともに均一万

法をとった。

(4)の 「研究の手順 jでも述べたように ，研究の対象とした調査問題囚は.I弓ー児約Z前後 2白托

わたって調査を受けている。ナ念わち，第 T回自は 6):jの全国学力調傘(以下， 児童の応答結果を調

査したので応答調査と呼ぶ )であ !J.損害 2回包は?月の分祈的腐趨による調査(以下，分析調食と呼

ぶ)のとき行なったので多る。回。小問@@)と⑬は ，小|河のねら吋喋なっているけれど

も.3問ともに地図の読み方に関する内容を扱かったものでるるので ，二度の応答絡来陀基づき ，対

象児童を次のように 5グノレーブにわけて研究を進める。

Aグループ

応答調査1.1:らびに分析調査にま?いて金問とも完全(1'(正答した児遂で，とれらの集凶は地凶を統む

自g)Jが上位Yζあるものとみなして .Aグループとナる。計 五5人(3 5% ) 

Bグループ

分析調重まのとき 2問A.答し，応答調資でもほぼでをている児廷で，とれらの'来品jはj独凶を読む能

力;ð~中位にあるものとみなして .B グループとする。計 4 5人(4 5%  ) 

Cグループ

介祈i問主筆のとき 1問正答もしく は金問議事事した児mで，とれらの長凶付;地l必を貌む有g)Jが下位vc

- 1 4-



あるものとみ在 して， Cグループとする。計 20人( 20，%) 

J1l研 究の結来 とその考察

l 地凶を読みとる上に必要左基縫的知識 ，技能の

習得状況について

(1 )地図記号

a 応答調査にみられた閉鎖点と分析のねらい

調査問題回のねらいは ，地臨 時， 方位 ，縮尺，等高線等の知識を活用して地図を統む能力をたし

かめたものである。したがって，との間婚を解答するためには，地図昔日号 ，方位 ，縮尺 ，等高線等の統

図~必要な知識や技能が じゅうぶん身 についていなければなら ない。 5か佼 1 0日;名抽出による応答渇

査のときの正答率が③ 77% ，③ 77% ，③ 7 0.%で， いずれの問題も 7明以上の高い医答磁

を示している。しかし， との高い正答泌が p ねらいにある£う念地図記号 ，方紋，縮尺，等薄線Zとどの

議機的知識・授穏を身につけた上で正答しカこものかどうかは検討の婆するととろである。-tζで，ζの

項では厳初~地図記号をとりあげ ， 児童がどの程度地図記号。知識を\!I，'得しているかについて分析して

みふω調会常舗の選択絞K:は ，地図記号で示すζ とのでき る図式がた くさん記述されているの今，ぞれ

らを拾いだしてみると ，()Zのと診りでるるc

水田，畑 ，町 ，鉄道，放あと，学佼，役場 ，郵便局 ，ヰ秘，鉄容器 その他地図 1，地図 2VC記載

されている記号乏 して ，工場，くだもの畑 ，港，橋 ，ト Yネノレ，駅，等高線などである。

分析的崎還の囚では ，以上。わから ，役場 ，水回，蹴局 ，仰と，鉄道 p槻， 等高線，学校，

港念どの記号と ，第5学年の調鷲崎趨 日の地図にしるされている寺院を入れて，計 10 ø~己号制題

して ， 地図記号の~停の笑態を明 らかUとしたい。

b 分析的問題による調査の結果とその零祭

囚 (地区記号の知識をみる問題)の時制 ，市町村で材。

大 !@1
1 %1 
10J i 99 I 76 i 91 

大 ・・ …[￥~J rD~，己号は 1 0 0.%で ，すべての児髭が学E立の地図記号を理解しているものと思われる。

(Jj・・0・・ 14器使局Jの記号は 99%で， 学院と同線V<:f翠解している。誤答した 1人はク(等絹線〉 を選

んでいるc

o ..... I役場」の記号は 76.%で ，他の出騒音己号中もっとも低い。詩集答分析をナると ，寺院( 1 1 %) 

や減ると (1O %) t'C~呉答する者が多加。 町村役場の記号 r.oJは.表記法が単なるをるで，神社

の rRJや港の「心 」のように， その胞設の符徴的念部分を記号化 した!J，城あとの Ir-，Jゃ
鉄道v í=巴= J のよう に， 必跡ゃ施設を象j~イヒしたもので念いので定澄 しにくかったのであろ

う。役湯の記号をt己鍛させる』会合ーには ，以上の挙がらをじゅ うぶん考慮K入れ，できるだけ印象

-1  5ー



づけてて旨導するととがたいぜつである。

H…… Ifltヰ土Jの記号は 91%で，W1等を上士わるJJX.緩でるる。決答した?人κついてその応%"a:凋

べてみると ，エ(役場)VC5人 ，オ( 功~~と )~2人，ク( 等高級〉に 1 人， 1也の 1 入拡燕記。

伊……「、年院 Jの記号ーは 81%で，役場に次いでJ.E答主鮮が(lfぃ。 d呉f将:反応、はア(clt~ ) fて8人， キ(

神社 )~8人， ク (等高線)&t 2人， コ 〔浴 ) κ 1 人となっている。事同士や寺院の記号はと < VC 

t比協の記号と混同する傾向が強加。

内…… 「城あとJCD[2号は 8<1.%の正答ぷである。 ア (没湯〉に鼠答した6が 11人でかなり多<， 

イ自はク(等高線)に 4人 ，無担 T人Jて念っている。

，中……「港Jの記号は 96.%である。エ(寺院)佐渡同しえ:/i2人，その他は役場，等為線Kl人ず

つまちがっている。

.-.r:wT…「鉄道Jの記号は 99.%の正答巡で，大多数の児Eをはとの記号を知っている。 1人は等高線。亡

ぷ答

l!.…… 17.k回」の記号は 1日日%で，すべての児童まが水田の地凶記号をJl.sWr.しているものと思われゐ。

仏 ..I等高線 J cD~~号は 89%で， Jlfl町 下まわる成績であった。路凶むを分析するとれ 蜘

と)陀 5人 ，コ {港 )κ3人， ア〈役場)1{: 1人 ，他はエ ，力 ，キに1人ずっと7.i:っている。寄手

寄線の知識や，等高離を活用 して土地の起伏を守暫定有する能力11;ど陀ついては(3 )で説明するの

で ，ζ とでは省略する。

次代 ，以上の 10記号のほかに，回以:ID(くだもの蜘知識をみた捌〉を加えた，計 11の記号

について ，A，8，Cの 5グループがどの将度正午写しているか分析してみ工う。

( A ， s， Cグループの編成等については ，瓦 2(4) r分析の方法 J を~n<<1.議いたい。

q 7 4 5 4以下
|平均
l正答数

5 。 日 1 。 。 ，0.品
'B(・5人} 29 3 ? 2 。 1 1 。 '0.2 

ド一一一
c ( zv人} 7 2 5 T 5 5 1 。 a8 

苦十( JDU人)I 65 5 7 3 5 5 2 。 10.ョ

上の去は， A ，8 ，Cグループどとに，地図記号の正答数を集計したものでるゐ。以下， ζの涙κ必

づいて地図記号の溜得状況をと考察してみよう。

ア 剣ま宣明是立を 5闘とも完全に正谷した Aグループでは， 3 5人中 29人が分併的匂婚の 11の地lヨ記

号を完全に止答している。また ， 平均 i子容数が 1 0. 6 ときわめてよい成織で~る。 ζ うした結采から

」言えてみると， Aグループの児r置は，..tll凶記号(出題した分析的!句題が大や~などのように基鎚的で

術単事:記号ばかりであったζとにも Iるが〕を確実に連解し，調重正問婚を解答したものと考えられる。

イ 調量証明逼を 3問中 2問正答したBグループでピ，完全正答者 29人， ， 0記号iE答者五人， 92号

lE答~9人と いう工う』仁志、なむね止答している。また， 平均正答数が， O. 2であると ζろから ，地必

記号V亡つ凶てはBグループにたいても ， Aグルー プと同様にほぼJl~~ しているものと考えられる。

ク 制金問見直会 5問中 1I苛正答もし〈は会然lt:答でき?まかったCグループでは ，表でも明らかZまように

完全il~答者が 7人で ， A ， B グループド亡比較して少な〈なっているけれども，平均止答巡をみると

a 8 と比欲的よい成績を示している。したがって ， C グループの児議は，制盃向~(lCt.-いて不じゅう

-， 6-



ぶんな成績であったけれども ，地忍記号については伐波縫実氏主主見事してWゐ児童童が多いζ とを物語っ

ていゐ。 ととばを治込えて加えば， 弱齢鳴を島幸答でき乏かった原因が .r地図記号の知識不足による
ものであゐ。 」とは ，い凶きれなののである。

エ 対象J厄訟の全部(1 0 0人 )についてみると .1 1 の地図~è号中予均 1 0の記号を理解しているの

で，地問題を解決するため叫、取地図記号は，倒錯しているものといえる。しかし ，囚 κ

出題した地図記号はいずれも基礎的念ものであるにもかかわらず I 4つ以上の記考会誤答した者が

1日人(， O% ) ~'C及ぶととは箆白し念ければ会ら 乏い。 ζれ らの児重量について ， その誤答記号を調

べてみると，

役場の記号a:誤フた者…・H ・H ・.....1 0人

城あとの記号を誤った者...・H ・-… 8人

寺院の記号を誤った毛S・o・... …・ 7入

神社の記号を誤った者… '"・H ・-… 5人

等高線の記号を誤った者.....….. 5人 (以下省略〉

という結集に在る。 役場の記号は 10人全部がまちがったととvc念る。

以上， 地図記号の:!!I待状況について ，どのよう念記号がよく理解 し， どのような記号がまちがいやす

いかという ，いわば記号自体の商からと ，児童a地図記号をいくつ溜得 しているかという 2 いわば記号

の醤得数から分析してきたが ，とれらの結果から結論的にいえる ζとは p地図記号の中vcも，学校 ，水
田，郵便局 ，鉄道などの主 うにじゅうぶん定渚している記号と ，役場 ，寺院 ，減るとのようにじゅうぶ

ん定着 してい念い記号があるとと。また I 1 1詑4きの完全.i.F.答者が 65人もいる とと，地図記号irr.関す

る会問題の正答率が 9 1 . 2 %陀遂 しているとと~どか ら p 児童は ， と うした地図記号については:t.~;t" よ

そ潟得してv>るものといえ£ う。

(2)方伎を中心 とした読図力

乱分析のね らい

調査問題囚を解答するため附 ，上記の地図E持の知識のほかに，万位についての知識， たとえば

方位記号のしるされてい念同地図ではよが北であるとv>う基本的念事がらを知っているか ，地図上If(:t.~ 

ける 4万位や 白方位のイ立援を』正し 〈街婚できるか，ある地点から方位をみる場合に必点の位債を的確vc

診さえてみれるかどうか ，'d:どFこついての読図力をじゅ うぶん身κつけていなければならない。ζ うし

た直量点、にたって，分析のねらいを次のように設定した。

ア 万位記号のしるされていない地l泌氏才♂ける4方位の位註をと らえる力をたしかめゐ。

イ 地図記号と万位の知識を活用して地図愛読む能力をたしかめる。

ィω場合には ，とくκ万位の匁議畿をみるためVC.地図記号によって」玉答占鮮が低干・しないようにできるだ

けi渇単左記号(学佼.郵便局 ，港 ，揺RI鉄織〕を選んだ。

|団 4のしるされていない地図では山鴎の上下ι，制 !
それぞれ東 ，~ I碕 .北のどちらのほうにな りますか。 I

よほ ( ) 下は( ) 左は ( ) 右は ( ) 

- 1 7-

右のi笥長選は，方位記号の明記さ

れて加ない:J@図If(j，'けゐ 4方位の

位置を同うた分析的問題でるる。

とのi問題の応答結衆は下表のと:t.'

bである。



く1方位の叫〉仁コは ζ1U71更でも明らかなように，地図の上を北とす

ることのできた1)己主車は 70人である。しかし ，甲

には ，上を東や歯と考えている者ーがそれぞれ 11 

人ずついるのである。とうした児箆は，方位記考

でしるされていない地図では ，地図の上が北であ

るという基本的念約束を知ってい念いで，場当り

的に応答したものであろう。 .l7¥.に，地図の下のは

うの方位であるがiEし〈南と応答した者がる?人

である。と ζでも来やfi]tて誤答した者が多<，一

つの問題点でるろう。

地図の友については，西に正答した者が 56人

で，下に比べると劣る。誤答の中では東がも っと

も多(1 9人である。同織に，地図の右について

は東に正答した者が 53人で，方位の正反対淀な

る街ltd呉答:した者が 19人である。とうした児童

は ，問題を解決するとき に，地図の左ー右を注意

深くまpさえようとし念いで ，安易に東一商として

しまったのであろう。ζ うした点については次の

2 方伎の表でさら代明らか氏してみたい。~j;' ，上 ，下，左，右の方位V亡診いては， Aグループがもっ

ともすぐれ ，以下Bグノレーン， Cグループの順Vζなっている。例を 「地図の右はどの万位かJVcとって

b 

同計一
A

トー司
5 

|下守世間715
左!草間
I A 126 I4 I 1 I 3 

1す:ii!主

5 3 11 45 

説明すると， A.:.グループ26人(7 4.3% ) ， Bグループ23人(51.1%)，Cグループ 4人(20 

日%)というよう吋る。 <2方位の糊〉亡コは正答
次に，地図の上一下 ，左ー右

の 2万位から応答の様子を調べ

てみ よう。

地図U亡診ける上ー下の方位を

北一衛と正しく応答したるi'(ct， 

A 2 9人， B 3 1人， Co人で

計 66人の児認が混血草している。

同じよ うに， 地図の左一右κ

ついては ，A26人， B 23人

2 1 11 20 

7 5 11 100 

ほ当日批Ily→R 東4 11tー歯間|矧!計
1 5 。 35 

4 2 1 1 5 45 

4 2 1 ι 20 

? る 5 3 12 100 

26 3 。 2 35 
2 23 9 。 6 45 

EI.ー右，
CI 1 4 5 5 4 20 

計 | 3 I 11 52 5 5 12 !! 10日
』一一一一 一C 3人の計 52人が正しo.!i-

*と答えている。誤答Kついて議べてみると，上一下では ，尚星通の 「上は ( ) J r下に( ) Jを左

は，右はとまちがえたのか凶一束と応答した者が多 (9人に還している。まー右では ，系一語と した者

が 16人，南一北とした者 11人であった。 ζζから考えられるととは，左一石の位置の方位Kついて

じゅ うぶんに考え丹念に応答したのでは.なく. i東p.fJ i南北」と慣用的Vζ呼ばれて1ハる ととをそのま

ま経卒に応答した児重量沙E割合に多かフたのでないかと考えられる。

最後K，上 ，下，左，右の 4方位1i:一括して，児Z駐の応答状況を分析してみよう。 応答結果は下表の

1 11 35 

3 l' 45 

1 11 20 

5 I 100 

- 1 8ー



と台りでるるG

ロ
¥応 答1北南西東 東西南北 北南東西 |西東南北 その他 | 計 !
ーブ ¥

A 26 2 5 1 る 35 

B 23 2 8 2 10 

C 5 1 5 4 ? 20 

1 
ー.φ 

計 52 5 14 7 22 1 00 

方位記号のしるされていをい地図で，地図の上 ，下 ，左， 右の方位を北 ，商 ，西，束というように 4

方位とも完全K正答した児!tf!は， Aグループ 26人， 8グループ 23人 ，Cグループ5人で，計 52人

( 5 2 %)であった。地図の上方がjじであると知っている児Eきが 70人であったのK比べると， 正答者

がかなり減少している。 誤答事例~{Cみてみる と，

ア 東西戸別七としたえぎ……5人

1埼鎚叉i吃指示されたよ ，下，左， 右を吟味し念いで ，日常生活陀ないて 4方位を呼ぶとさ通

常 「点Iffii'削ヒ 」といわれているとと金，ぞのま吏のかたちで応答したのではないかと考えられ

る。

イ 北南米:[iiとした者…・・ 14人

上一下{モついてけ、思解しているのであるが，左ー右を反対κして しまった者である。とれ念

ども正五一右~法怠後〈検討しなかったのであるう@

ク 歯E夜間北と した者一… 7人

上一下のたての万{立とa-右のよ ζのノザ位の関係を{昆関した者で ，ζ うした児室は地図にか
ける万位(c全然滋}詳 して円ないか ，も し〈は不在E君主に応答してしまッたかのどちらかであろう。

次?と，t包図記号とjj位陀ついての知識会活用して地{虫色t銃む能力会たしかめてみよう。

分析的防総

回①議は駅の( ア東 伯 ウ南 エ4仁 )の万向にあふ

②鉄橋の( ア北京iイ北gg ウ街来エ南西 )κは郵便局がある

日 〔ゐ〕① 学俊は郵民局の( ア北東 イ北飼 ウ潟東 エ南西 〉のほうにるり H ・H ・

l司〔刻印蛾制収の(ア献 イ抑 制 措 ヱ南西川万向防!J， 

l均越のねらいは

IElψ 地図記号(港，級)と 4方位の釦識乞活用して地図会読む能刀
② 地凶記号 (鉄橋，郵便局)と 8方位の匁識を活用して地創を読む能力

回〔あn)地凶記号(学佼 ，蛸閥〕と 8方位の知織を活用して地図会統む能力
団〔め路 地幽記考(郵便局 ，縦〉と 8方位の長院議会活用して地図乞読む能力

応答の結来会表(ζまとめると次のようvcなる。

一19-



険会 来

A 2 2 

回@
トτ 19 
C 5 

計 44 

ほ[ 腐と〉ルfーλfiヰ煉
AI 2 

iヨ② B 9 
C 4 

計 1 5 

A ι 

国 B 9 

( ibXD C 4 
1 9 

A 2 7 

回 「τ 2 2 
〔あJCD C 5 

西 南 北

7 1 5 

1 6 7 5 

1 0 5 4 

33 1 1 12 

北西 南東 南西

5 5 i 2.3 

5 1 2 I 1 8 

6 7 I .3 

16 24 44 

8 : 1品 l 5 

12 1 7 5 

は正答 図喧の「婚は戚の来の方向i仰るJと

他

。
E 。
。
他

。
1 

。
2 

ま「

35 

「τE
20 

100 

まt

う二司百」

1 00 

35 

45 

正答するζとのできた児童主は 44人である。

とれを 5グノレ-7-f/C.分けて謝べてみると，

調査問題の 5間企念品止答したAグループ

では 35人中 22人(62. 8 % )が正答し

謁査問題会 2陶できたBグループでは 45 

人中 19人 (42.2.%)，調査問題を T向

もし〈は全然できなかったCグループでは

2 0人中る人 (15.0%)という，きわめ

て低い結衆である。一方，誤答を分析して

みると，正答。東と反対方位にるえる扇を

? 3 2 ~ 20 

重量び， f港は駅。llYの方向にある」と諜答

した者が33人で， 誤答疲の中ではもっ

とも多い反応を示した。と <VC，B ，Cグ

ループ陀診いては，との種の誤答傾向が箸

しい。 Bグルーフーでは 19人の正答者vc対

し， I'H玄関数の 16人が方位を反対にして

29 36 1 2 4 1 00 

2 2 4 日 3S 

1 2 7 2 45 

4 5 5 20 

計54] 18 19 116 5 1 0日

幸子]J，また， Cグル ープにかいては 5人の

正答者に対し，当該グループのち工含ど半

数の 10人が同じ謀答企示している内

りした誤答傾向は，回ψ，図，囚 などの応答結泉についていえる。ただし，回③の問題

形式が， r欽織の口 には郵便局がある」という主うに，方仰とらえる場合の基点が文章のはじめK
あるので， 正答の 「荷rtJjJと反対方伎にある「北京JVC~呉答した者は 1 5人と少念oとっている。
との結果から考えられるζとは，地区!上の 2地点、聞の方位念読みとる場合VC，基点と念る地点、を明療

に把慢できか児童カE数多くいるという ζとである。とのと とκつ加て，回①の問題を例Vζとって具

体的に説明すると， r港酬の口の方向に<b，õ J~問題で方位をみるとき，港かられ眺めたのか ，

寂から継を挑めたのかが判然とし1といで ，港が文重注のはじめにあるから滋が差点であるだろう と短滋に

判断して応答し繍向が強かったほえられる。閉じように回切れ ，印刷蹴局の己 の

ほう VCあるJでも，どと含中心としてどちら念見たのか ，いいかえると ，中心と1.tる主主点が学佼なのか

それとも郵便局なのかが弁別でき念いで，基点-t逆に考えて主義答した看が 29人代達している。

次VC，地図記号と方位についての知識を活用して地図企読む能力乞たしかめてみようと した以上の 4

問題Kついて，その』モ答数に対する 3グノレーフ・の人数過ご調べてみると下表のようになる。

¥グJ~し-正7""答¥数¥ 4 5 

メ弘 10 可

B 4 ? 

C 。
~ I 15 1 8 

• 一一一 一一一

2 1 

? 5 

14 5 

。10 
23 I 18 

。
4 

13 

? 

言十

35 

45 

20 

100 

との表でも切らかなように ，4間全部{t完全κ

正答 した者"は.A 1 0人， B 4人， C 1人の計

1 5人ときわめて少なかった。つま!J， 1 5%の

者が方{立の知機会活~ して地図念読む能力を完全

に備えているといえよう。 また ，4問中 T闘しか

できなかった省が 18人，全部まちがった省 26 

- 20ー



人とM う具合vr，方位に闘する知織とそれを。活用 して地図を読む能力の劣る児Zさが予怨外/fC多い。 一方

グル ープ別倒防てみるならば ，調査問題囚を全部できたAグループのJ越でさえ ，1筒以下の正答

者が7人もいゐ。 ζ うした児きさは方位についての知識を じゅうぶん潔解したうえで，調査問題に応答し

たのでな<，その他の知識や同題交に記述されているある事象に反応 してiE答と走ったのであるう。い

ずれにせよ， Aグループの児Eをの中にも方位の知識を じゅうぶん習得してい念い者がいることが ，分析

の結果明らかにするζ とができた。l'A:!'C13グループでは ，正答数0の者が 13人 ，1問しか正答できな

かった者が5人で，とのグループに公いてもわるい成績を示している。 また， Cグループでは 20人中

1 人を除いた全都が全聞を談答したか 1 開通~.rE答 した0てすぎ没い。こうした結果から ， Bゃ Cグループ

のように地図を読みとる能力が低いと恵、われる児叢κは ，と<vc ，方位についての知識がじゅ うふ・ん定

着するように指導の〈ふうが必要でるる。

以上，方位を中心とした銃図力の実態を分析してきたが ，ζれに関する学習備練の留意点としては，

7 J忽図を見る場合には，いつでもまず最初κ方位記号を見て， どの方向が北であるかを確認すると

と。

小縮尺の地図では方位記号のしるされている地図が多い。方位記汚を見て北の方向を知]?，つぎに

8 方位のイ立鐘を明lif5.κ~e n霊できなければなら~lr>。ととろが調査問題や分析的問題など泥縄げてあ

あ地図のよ う!tC方位記号のない地図では，地図の上方が北であるととを徹底的K理解させるととも

κ，地凶の左右にふける方位も正確にいえるように指導するととが肝婆でるる。

イ z也函上のある地点、からある地物の方位をつかむ場合は基点、会しっかD診さえるとと。

方位を中心とした読図力の問題の正答率が上表のようにきわめて低率であったととの原因は， 基

点と目的地点の位陵会反対t亡して誤答した者がもっとも多加。したがって2地点、簡の位置関係に公

いては ，どζ を基点として方位をみたらよいのか念じゅうぶんに灘解させ，さらに，基点、が地図上

でいろいろ動いても，それK即応して正 しく方位乞つかめるような能力会緩実に身につりるととろ

まで指導してま>'<ζとがたいせつである。

(3)縮 尺 を中心とした読図 力

a 分 析の ねら い

調室問題のJ旨示文を検討してみると ，そζvcは縮尺(1(.τコいての知識がな¥1:>と解答できない数字が含ま

れている。また，地図の下の凡例には距離梯尺が 1日Om単位で明示されている。とのよう念ζ とから

潟食問題全解決するためvc必要な義俗的知識と して縮尺κ関する読図，と くVC2地点閣のj媛嫌浪IJ定宮中

心Uてとりあげ，次のようなねらいにそフて児童の読図力乞明らかにしようと した。

ねらい 地i辺記号と縮尺につWてのまI時金。活用 して地図を読む能力

問題回ω ，図〔るJ@，回〔ω
ζζでは，とくに，縮尺についての知識をみるととが主眼である。 したがってζの問題の応答が地函

記号に着手袋されないように ，地図記号をできるだけ簡単なもの ，たとえば学校 ，郵便局 ，橋念どの記考

会A1J局した。

b 分析的問題による調査の給泉とその考察

-2 1-



|回@僑からC地までの道的伽よそ(ア 500 イ 1キロ ウ 1500 エ 4キロ)

メートルぐらV為あり，…-…・一

回@ ・ ・ ・・・ それは学校から役場までの直線~ l: VV~~ よ そ( ア すイ 2 ウ 4 2ニ
10)ぱいである。

図版);ID ..…ーその闘のわりは ，川そ(ア 200 イ 4 00 ウ 600 .:Iニ 100日〉

メートんでるる。

白〔あ〕ゆ a 校側は学校かゅよそ(・ア 1 00 4 2日日 ウ 500 エ 1 000 ) 

メー トJレのと ζろにるる。

分析のねらいにそ・コて作成 した上の4問題の応答率は下表のとかbである。

I、G¥匂選二択ト肢 ア イ ウ ヨニ a他

A 1 i 31 2 日 .$5 

回 @
B 2 33 h 4 。 .15 

G 5 10 4 る 。 20 
ト一一一一一 ト一一一
計 て〉 7/l 11 ? 。 100 
A 4 28 2 t 日 35 

回@
B B 28 6 2 45 
一一
C 4 9 5 2 。 20 
計 16 。5 13 5 10日

A 5 29 2 ? 。 55 
回
一一一一一一ト一一一
B 5 34 2 2 2 45 
ト一一一一 一 ト一一一一

〔るJ(皇) C 2 10 5 1 2 20 
一1日 75 ? 4 4 1目。

A 1 3(l 5 1 1 日 35 

圧| B 白 29 a 1 2 45 
句ー一一一ト一一一一一 トーーー一一

〔る]~ 。 日 7 5 1 20 
←一一|

計 15 5 3 100 

「¥テとタ J ヲ 2 。計
色 2日 I10 3 2 。 35 
B I 11 I時|ト一一ーーー45 

20 

「 竺J竺 100 

-22ー

ζれらの問題は ，地図上にかける 2J:l1J

点聞の箆織を機尺会使用して測定する問

題であるが ，凶@は他の時以~
なり，測定された 2つの距離を比ぺると

いうやや綾維な問題形式(I('t，i:っている。

とれらの問題の正答者きは ，表でも明ら

か念ようにもっとほ答率の低い回@

でさえ o 5%と，きわめてJじいJ)J':えであ

る。をた ，調問題囚の Z問中 1問正

答もしれよ全然1f:.答できなかったCグル

ーフ.V児設でも，約半数I'Cあたる 10人

前後の児E援ができているので ，縮尺の知

識合活則して地図a:統む能力は期待され

た以上にすぐれているものと考えられる。

回 ωゃ白川②が70%をわった
版閣は，機尺会使って組総念視IJJ.，能力が

不足していたというよりも ，r学校から
役場までの一..ー」ゃ「役場は学校から-

.. Jという，指示文中比おける役湯の地

図記号がわからず氏議答したのでは方:か

るうか。(役場の記号a知っている者は

先の「地図記号について」の項で介析し

たように io%で，とれば出題した地I@

ii~考中もっとも懸かフたものであゐ)

(x ~'L ，縮尺の知識a-みる以上の 4問題

について， その』正答童文公認べてみると ，

411.'とも全部できた省が::， 3人 ，11勾議

:答 31人と左表のときトりであるu とうし



た結来から考聖書されるととは，ひとつひとつの問題については 65-7 4，%の高いlE答率を示している

にもかかわらず ，4聞とも完全KWf答できた児単が全体の 3分の 111:低下するととはひとつの問題点で

ある。とれば ，前にも記述したように ，梯尺を使って2地点聞の距離乞測定する技能力:六じゅうぶんで

あるとと Kもよるが，役場の記号合的確κiEl霊していなかったためとも考えられる。

しかも，そればかりではなく，子どもの応答状況をとまかく分析してみると，同種の問題をいっぽう

ではlE答してい念がら他方では誤答するという具合に，問題場面が変わると応答も変わる。つまり，あ

る選択肢虻直観的K反応したり ，あるいは 1つの条件だけで反応し他の条件を考えないで応答する傾向

がるる。したがって ，多肢選択法によるテストにありがち念偶然性で正答した子どもやJ.:si.ダすにじゅうぶ

ん理解していをがらまちがってし古った子どもがきわめて多いのである。とうした橿々の糸件が重左う

たために完全止答者を減少させる結果になったとも考えられるのである。

とのようK応答が変動する ζとは結局，縮尺についての概念や，梯尺の自盛会読んで 2点、聞の距離を

損IJ る授能，あるいは梯尺で表わされた距離縮尺から地図(rC示された地域のi>'.;j;~よその広がりを判断する

能)]が縫実κ身についていないわけであるから ，地図指導K辛子いては ，とれらの点をじゅうふ・ん考慮に

入れて指導したいものである。たとえば，子どもたちの住んでいる地域を素材にして，と〈に縮尺の正

しい地図 I会i乍!:J，実地の距離と地図上での距離を照合させるなどして具体的に距離感を身につくよう陀

指導するととがたいせフであろう。

(4)等高線を中心とした読図力

a 分析のねらい

調査問題の指示文には，等高線に関ナる知識を必要とする事がらや数字が記述されて加る。山 ，谷間

山の斜面，盆地，扮か，山すそ， 40メートノレほどの高台などがそれであるが，とうした図式について

児援はどれだけ読めるかを分析してみる必要がある。分析的問題のねらいは次のとがbである。

回⑥ 等酬で示された地図から土地の起伏乞判断する能力士みる。

回 ψ-ー等高線で示された地図から断面図による#也の起伏ーを考祭する力をみる。

固②…等高線で示された地図から傾斜の緩急を判断する能力をみる。

回@ B地からC地問〈と ちゅう κ ...........，道は(ア上減

イ 下り坂 ウ たいら エ かいだん)になっている。

等高線の知識を・活用して

地図を読む銘刀をたしかめ

る問題は，左記のように 5

間出題した。 ζの応答結果

は表のとなbである。

国①(略〕

回② (地図略 ) ょの地図に示されているa，b，cの三つの登

山道のうち ，いちばんなだらか念i益金えらんで ，その記号をO

でかとみなさい。

回申の正答者は 6 8 

人でCグループでも約半数

a b c の?人ができている。しか

し，中κ伝 ，B地からC地

イ ウ Zこ 他
へ行 く途中の道は 「下り坂Jになっていると答え

3 3 日 。 た省が 15人， 1"たいらHCなっていると答えた

8 5 2 
者が 13人と，かなり多〈の児童が反応している。

4 5 1 11 20 とれらの児童は，等高線の意味や等高線で示され

15 13 3 1 il 1日oI た地図から土地の起伏を考える能力が不足してい
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ド|グ¥ル¥ープ‘ー正¥答-----数 3 2 1 。
え 20 8 4 3 

B 15 12 14 。
一一
C 。s 9 5 
|計 I33 

PD

-
P3
 

弐
M

m

s
q

」
ー

るためκ，止 し〈応谷できなかった

のであるう。

回ψ は2f)-Q)河川口 人
が正答したに過ぎない。誤答傾向乞

分析 してみると，もっとも多〈反応

した選択肢は左表でも明らかなよう

にオで 27人が応答している。との

オの新顔図は ，.rf1ii・E支ヱの断面@

一⑮'i'正反対に合いてあるので，とれらの児E置は断面

図と地図の断面を注意深 〈見比べると とを怠ってl直鋭的

(IC応答したものと考えられる。 a沿，等高線で示されて

オ|カ l他

IT
 a--ロ

20 

1日B

いわゆる谷の部分に応答した肴は 12人である。3つの塚山道のやではもっとも急な傾斜を示 している

aに 1割以上の応答者がいる ととは，ひとつの問;題点である。とれらの児E援は谷ゃ尾恨Vてついて明確vc

王室燥しtい在いのである。 したがって ，等高線の知識を活用して地図を統む湯合のf言語事代るたっては .

等高線で表わされたようナから， !足主主が谷や尾恨の部分'a:るる程度指婦できる£うに?旨導を強化する必

要がある。

次に ，等高線の知識を中心と した以上の 5尚婚について ，い〈 つ止答:し得たかを調べてみよう。 5聞

とも全部できた4きは全体のちょうど3分の 1にあたる 33人である。これをグループ別にみると

Aグル ープ……ー・35人中 20人で ，5 7. 1.%の~ーが完全iと答したこ と vc なる。

Bグループ・・・…-・・ 45人中 1.5人で ，28.9%の者が完全正:答したζ とに念る。

Cグル ープー…・・・20人中 日人で ，先全Jf答者なし。

ょの結来でもわかるように， B，Cグノレープがと〈 κわるい。とのように見塗はひとつひとつの事象

については迎解レているけれども， ~手t者~I乞隠する統一的 . 総合的潔JWとなる と まだまだその能力が不

足しているようである。したがって ，地凶指導!fC.$'"いては機会あるどとκ等高線の窓昧や，等高線でか
かれた地形図からf弱単な尾僚や谷などを的般につかむζ とができる ように説@能hを高めたいものであ

いる土地の起伏は石設のように段にi1:っていると考えて

いる者が 7人もいるζとは注白に値する。 また， イlモ応

答した ?人の!尽重量(と(KBグループκ多いのであるが)

は ，どうしてイのような断面凶を選んだのであろうかの

強加で後祭するならば ，等高線で示された地図は小高い

2つのどークをもっbかであると解釈し乏いで，ち土う

ど他か湖の工ぅκ水深をあ らわしているとでもぶって考

えたのであろう。

回① の正答者は 65人で比4質的よい成績である。
との問題は地位認を弘て ，どζの道が念でど ζの道がiiだ

らかであるかを判断する能力をみる問題であゐilt， b K 2 2人の主主が議答 している。 bの登山道は C ~亡

比べて組離が箆かいので阜 〈登れるであるうと思い違いして応答したのではなかるうか。質問文の「い

ちばんなだらかな透 」にも っと注意をばらうならば，さらに正答者がふえゐものと考えられるυaの，
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る。また，地j隊図の統図だけでなし!'L， :地図模型なども併用して伝導した!:J'できればポーん紙などを

用いて簡単な模型を作ってみるような指婦もたいせつである。

以上，調;盆問題を解決ナるのに必要な基礎的知識，技能について.地図記号，方位，縮尺 ，等高線の

妥=誌にわけて，それぞれの雷待状況を明らかv'cしてきたのしかし ，との分析方法が， r地図記号児つい

てJr方伎についてJというように妥素的に分析 してきたので ，とれらの器般的知識 ，技能の関速が明
僚でない。そ ζで ，とれ らを一括して渇げ，その平均正答率~3 グループどとに集計して比較してみた。

結果は次の表のと ;1>'1)である。

地図 記号 方 位 縮 尺 等高 線 (多)総合的問題
1 1出題平均 4出題平均 4 Iお題平均 5出題平均 5 出 j題平均

A ( 35.人〉 9 6. 1 6 2.9 8 4. 3 7 6. 2 7 8.8 

B ( 45.人) 9 2. 3 4 2. 4 6 a 9 5 7. 0 7 2. 4 

C ( 2 D.人) 8 O. 0 1 7. 5 46.3 4 1. 7 5 1. 0 

計(1 00人) 9 1. 2 4 4. 5 6 9. 8 60.7 7 4. 0. 

.A， B，Cグループともに，平均正答率は，抱図記号についての知識がもっ ともよく，方位の知識を

活用して地図を読む能力がもっとも低〈念っている。つま D上掲の表によると ，全体の児童の平均正答

率は次のよう念願序で下降している。

地図記号 → 縮尺→等高線 → 方位

足 基礎的知識を総合的K活用して地図を読む能力についで

(1 )分併のねらい

ζζでは ，地~記号， ノ包位，縮尺，等高線の知識を総合的κ活用して，地図を読む能力の実態を明ら

かにしようとするものである。前項の 1では，地図記号，方位，総尺，等高線の基礎的匁!識をどの程度

習縛しているかという点v'c主級をないて，児撃の統図力をと分析してきたが ，さらに一歩進めて，ぞれで

は p とれらの基織的 ， 重~~底的知識を総合的に活用して地図を読む能力の線態を分析的に究明してみる必

妥がるる。

ζのれなねらい町って作成した分析的問題は合計 5間績である。うち国〔い〕と 白〔い〕は

図が蜘 10特 5学年，囚が昭狗 38年第 6学年の金歯学力翁査の問題である。また，国①と

国母の間婚は ，潟資問題の囚[あ〕を素材にして ，地図 1，地問 2の総合的読図力をみようとした

問題であり ，国は白 〔い〕の間絡を地図 2だけにし的問題の程度を上げて作成したものである。

〈間越は， Jr研究の内容と方法に掲載してある)

(2)結果とその芳袋

総合的読図力をみる以上の 5筒題の応答結朱は次の表のとかりである。

a 小筒ごとの考察

国 ψ@について

ζの問題は，調査問縫囚 〔討を素材にして ，問題形式制北てやや復維にして出題したのである

が ，①の地図 1の読図力をみる問題ではる 7人が正答し，②の地図 2ではさらにふえて 79人が正しく
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応.g.している。

ヱレr;r~
35 

iB①17抗日出|才一
ミ!

回出出自主位
回ト)~-jL一子山」|ー斗ζ-11一一

議答分析'ic1寸なってみると ，ωでは，
ウー …..1 5人

ワの借示)trl前文の方は地凶 1Iて適合して

いるが ，i) 11 (tCそって町が発達し・.….一.Jを

じ争うぶん検討しない

わJれ1る。地図 1を見ればわかる ように， 町

はむしろ鉄道や道路IIC紛って発達しーている

のである。ととに誤答した者は与えられた

指示文を絞後まで注意深 〈読ま念いで応答

し7ヤーか，文に説明されている事がらを地図

でた しかめ念かったえめに誤答したものと

考えられるc

ア-…ぃ 10人

アは一見 ，地図 1を正しく記述しているよ

うでるるが，指示うてとl趨匿をと見比べてみゐ

と必ずしも d..しいとはいえない。つま!J. 

地図 1~ よ 〈読んでみる と ， 町の南がわは

等高線で示されていゐように小雨いシかが

ある し，"i 1t .束がわV亡に工場ゃ泌があっ

て ，指示文にあるように 「見わたすかぎり

水印がひらけて 」 いない。とのように地図をまえむ場合比は ， 等高線から土~O起伏を判断したり， 各種

の地図記号を統む能力を総合的に活刻して地域¢特徴な9，自然条件を考察できるようにな らをければ

地図を読む能力がある とはいえ念い。rJ~学校高学年の児童にめま b 高い能力を婆求するのは無理である

が ，地図 1，地図 21:乞示した程度の読i図カは じゅ うぶぺ.t}VCつけたいものであるn

秒三(rC@の議答1頃向をさ ぐってみよっ。

地図 2は地謂 1!f<こ比殺して土地の起伏が復維でi1( ，土地利用も水回が主で地図記号もるまり念 <，土

地の特徴を判断する陀は高度の知識を必要 としない。 したがって日割近くの児翠が£しく地図を緩んで

いる。しか しw.~をのなかには ， ヱの「山は海岸近〈 までせま!J ，人々はなもK漁業で生活している」ゃ

オの日11にそって鉄道が通じ，交』きも焼事IJであるJというような明 らか含まちがいκ，それぞれ 6人ず

つ応答していゐ。.Ifu図 2には海岸がないので応答した者は， 地図 1と混同したのではないかと絵察され

る。また ，オに反応した児童は， i川にそって鉄道が通じ ，交通も俊治jであるJæh~ゐんで ， 地図2v切る

かれている)1[が鉄道であると思い迷いして議答になったとも考えられる。

固 について

固 は ，地図 2の織を中心にして地図を読む能力をたしかめよ うとした糊である。正答院 に応答

した省は φ?人で期待を下まわった。誤答反応在、分析してみると ，アに 13人， イ(1(1 0人， ウ(1(8人

誤答 している。ととで庄愈しなければならないと とはアの 13人の談答者のなかに， 調査問題囚の小

間 3フを全部できて読図能力が上位にある者と思われるAグノループの 7人が含まれていることである。
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よ位群の児liiが長女多〈語長:答しただけあって，アの指示文は地図 2Vc.示された地域のようすをよく表浸し

ているが ，六だ 1か婦だけ「……山すそには科ヰ土ゃくだもの畑がある.JcZ).<だもの畑が誤りである。

地図記号の首11'辱状況について付先K分析 したように.Aグループの児童は基礎的念地図記号をほぼ縫実

{吃習得しているのである。 乙れらの総長を考厳に入れて考えてみると，結局，くだもの畑が北のほうの

山すそ陀あるかどうかを検討し詰;いでうかつに応答してしま。たのでは念かろうか。との穫の誤答反応

はイ ，ウについてもいえる。 アの i(iゼもの畑」にあたる綴り筒j訴は ，イでは「符社」でるる。また，

ウでは「学校の前の道を~のほうに 500 メ ー トノレ iをど行〈と . Jの 500メートノレがiF.し〈設いので

あるが，とれ念ども ，梯尺を使って学校から商のほうの長さをE革案に損IJらなかったか，あるいは 5日ロ

メートル(1(:ちまりと らわれ乏いで，その他の事象 ，たとえば「道は十字路となる 」とか. il町の中心J

vc直観的vc反応し ，とれらの事象を地図と照会しないで応答したものと考えられる。いずれにせよ， ζ

うした問題を解〈ときには、地図記号，方位，縮尺等の事がらを地図と対比したり ，文章¢・前後胸{系を

じゅ うぶん検討して地域の特徴を判断すぺきであるう。

回〔い〕 κついて

L e:.1問題{古本年度他国学力調査・第 5学年白からとったものである。前表のとなり 68人が庇答し

ている。誤答者の~かではア!tt.反応した者が 1 3人でいちばん多い。ア(町は鉄道にそって東西に広が

り， ーその~tがわには出や仰が広〈つづいている。〕は ， と〈に方伎の矢頃並があれば，との文掌が地図κ

適合するかしないかが明療衣のである。したがって ，ととに誤答した者は f及活Jr北がわ」の方位を

じゅうぶん酬し切なかったのではないカ当時-*~it6。いま ，アと分析的問題国(方佼記号の浅

い地図。亡恥lする 4方l立の知識をみる問題 )の相闘をとってみると .1 3人中 5人が東西の方{立をif:.し〈

応答しただけで ，他の 10人はまちがっている。との結果からみても， フJ{立の知識が不足しているため

に iJR沼」ゃ 日ヒがわ」をあいまいにし .n町や鉄道にそフて広がりー…・」としてイを滋択したものと
考えられる。 イの?人や ，ヱの 10人なども， イの f川の1旬とうがわにJ(工場の記号は凡例~C明示さ

れているのでまちがわないはずである。 )，ヱの f役場や学校 Jをじゅうぶん検討しないで安易に反応

したとしか考えられない。

回〔い〕について

日制 5fj年度全副学JJ調査第 6学年日 ωH摘である。危答者は。 7人で ，総合的読図力をみる 5つ

の筒鑑中国(1)と同様緩低で品。回ゃ国の地図I'C J:~絞してやや複雑であったととが正答者を減
少させたひとつの際函とも考えられる。談答反応を分析してみると 5皮選択にもかかわらず， イに 2.3 

人が浜答している。しかも ，読図能力がよt立にあるAグループの?人が 23人の中(fC含まれているとと

はひとつの問題点でるろう。 イの浦湖文は .n釈を出た汽車が ，南両氏向かつてしばら く走る と，鉄織
κさしかかる。 川をわたる少しまえで，鉄総よ b上流のほう陀，¥，1)くつかの工騒が見える。 jである。

ζの文の前の方は地!過に-1JII:ナるのであるが .r鉄僑よ り上流のほうに ，……」の上流を地図に即して
正し〈説みとる力がるれば ，ζの父が.iEしいか誤台であるかを容易vc半1J目指できるはずでるる。海vc面す

るほうが下流で山花向かうtまうが上流でるるという知識は，。学年の児童きであればだれでも知っている

はずであるから上流という地形上のζ とばを地図で倹討した者はイ VC反応しな:かったと考える。したが

って ，.fK.0l是答した多 くの二替は ，上流をキャッ チし11いで，指示文の前後関係から無意識のうちVζζの

選択肢:"I'C反応したものと考えられゐ。
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以上， 地図記号 ，方位 ，縮尺 ，等高級寄9・についての丈t識を事総合的に活用して地函を説む能力κついて

上婦のように 5r河組出婚して ，y己重量にやける総合的説凶刀の災J級?と ，玉と して談答分析に£って追究し

た。その結果， 給総的に述べられるととは，各時と も』正答1!t欽が 70人前首長で予必外の好成績であるに

もかかわらず， とれらの正答者が，地自記号， 方位等の匁識を必実IIC身につけた上で応答したものとは

恩われ急い。をた， ~英~選択肢の分析結栄から}釜祭すると ， ~!'l!の応答傾向は ， 文1;f~替かれているあ

る特tまなあるいは印象的攻$がらに繰意識に反応し ，したがって問題を注意深く読ま念いである選択肢

κ直観的陀応答すゐ傾向が強い。 このζ とは次の表でも匁lられよう。

三京空?5 4 
A 1b q 

B 10 15 15 ~ 

C 1 5 7 

計 26 27 29 

t 也

。
4 1 。
3 4 2 

10 5 5 

去十

35 
ト一一一
45 

ト一一一
2日

一
100 
L一一一一一回

5問とも金古事できた者(完全正答者 )

Aグループ… 15人で 42.9%にあたる。

Bグループ… 10人で 22.2%にあたる。

Cグループ… t人で 5.0%にあたる。

令 休… 26人で2ιo.% ~亡るえ る。

地図を読む能力が上{立にあると志われるAグループでさえ，半数以上の児童は 1つもし〈はそれ以上

旗答している。ととで包意し念ければ没 らないζとは ，CグA ーフ・の正答考陀つρ てである。 Cグ凡ー

プでは Sつの問題のいずれも 10人前後(約 5割 】の児廷が正符l.Al}たけれど も，宗金正答者となると

わずか 1人であるハまた ，各問の誤答反応は，どの選択絞にもほぼ胸等に分散している。 ζ うした点か

ら，考察すると， Cグループの各悶の正答訴は ，I被実な知識に袋づけられて応答したと加うよ りもむしろ

文章氏含まぬているひとつの匁犠Kよって応答したかるるいはま ったく1偽然、Uてできたものと考えられる。

次κ，2 5 ベージ<O~1rc記載したように .総合的問鐙の 5 出題平均i王答率低 74. 1)% で ，方{吃，縮尺

等高線などの設留に必要な議礎的支識をみる同組の予均ょ hも扇同総合的問題は，地図を説みとる上

IIC必要な上記の基磁的主L識を理解していなければ止答でき念いわけでゐるが ，占E縫的長訟をみる問題の

A早専務がわる<.総合的自費図力青みる問題の'E答率がよい成総を収めたという ととは ，獄絵的IIC考えて

も矛盾する ようである。総合的I均婚を解決するためには .2 • Oり知識があれば， それだけで勝決でき

ゐ問題形式であるので止符率を高めたF考えられるが， 5問完全止答ゅの低さから判断すれば個々の基

礎的知識が均倍κ習得し炎上で応答したものとは苦言えられ念ぃ。

3 地凶を注意深く読む力Uζついて

(1 )分析のねらい

o J主体的左鴎~lt4 iliiκbける地図を読む能)J をみる。

。 問題を注意深〈読む力を分析するコ

(2) 分析する問題

分析的問額回

ゆき子さんは縦約のAJ!!l点で旅人から ，rB地へはどのように行けばよいのでしょうか。」とえ ;

ずねられました。

ぞとで，ゆきチさんは，駅前からBUl!までの);1騒を ，つをのよ うな順じIで説明しました。

1 rζとをまっす ぐに，$>よそ 70メートルばかP行〈 と， 巡は十字絡に1まります。J
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2 r十字世話のふさんは町の中心で病院や郷使局があります。 J

3 rそにで遂を右にまが.t， 1キロメ ー トんほどまっすぐ行〈と，織があります。 J
4 r僚をわたると，遜は来むほうに向かつてのびています。左に鉄道線路を見ながら ，¥.A:!らく
進むと ，道は山κさしかかります。 J
5 rB地は右がわにさいしιに見える部らくで ，山の中ふ (VCあり ます。」

との間過は，地図 1のA地長からB池宮での道11騒を説明した tの文章が，与えられた地図に即応して

いるかを明らかKずる問題で，いわば具体的な問題場面での読図カをたしかめる問題でるる。

また ，ζの問題の傍成は，

① 「ゆき予さんが旅人に説明した 7から 5までの文の中で，正しく説明したj(VCIr.J:O，まちがっ

て説明した文官立は×を， 下の( )の中K害警なさいJというように，最初κ，この文の説明内

容が正しhかどうかを判断する力~みる。

② 次~， rゆきチさんが ，まちがって説籾 した部分を文の中からえらんで ，その下に一一線:a:号!
き念さい」というように，禁容箇所a:指摘する能力をみる。

③ 終わりに ，rまちがっている百草分を下にぬき蓄さし，それを正し〈念かしなさいJとい うよう
;rc ，@で指{偏された誤答部分を訂正ナJ.，能力をみようとした。

とのように，ー速の連続した問題形式?ととって出題したのであゐ。したがって，とうした問題形式で

実施した場合従，児誌がどの程度問題をとE怠深〈読みとって応答するかを分析しようとしえ。

(3)結果の芳察と指導上の留意点

道頗宏説明した 1から 5までのう芝掌κは ，5つの誤答箇所をm摘することができる。それは， 2の 「
病j院J， 3のr1キロメートノ"J，4tDf東Jと 「左J， 5の「中ふ (Jである。それぞれ p 地図記号
，縮尺，方位， 害事昆線だついての知識を活用するととができるかどうかを検討した。

1 rととをまっすぐ代 ，会よそ 70メー トfoばかり行くと， 道は十字路になります。J
I <0 18 6A 1 

|x 1 1 4人|

との説明は11ミしいとしてOvc応答した者が86人で，大多数の児童が地図a:iEしく

読んでいる。×をつけた 14人の娯答反応を調べてみると ，70メートルが録台で

100メートんと した省が?人いる Q とれらのJ足誕はA地点から十字路までの長さを

定規で羽IJ.!?.次に， t弟尺を照ν三て実際の距離を導きだす~g刀が，まだ不篠実なためY亡誤答したものと恩

われる。

2 r十字話番のふさんは町の中心で，病院や郵便局があります」
との問題は ，え[1.0[['.号Kついての知識を活用して地図を読む能力安みようとしたものである。つまり

病院な役場KtJiE しなければ~:;，な加。

正答 (j)x →(会病院→@役場(小間①で2の説明をまちがいとし ，②でまちがっている

部分を指術し，lJ)でぞれを訂正ナるととができたという窓味，以下関じ)2 6人

誤答例 くり×→ (2)病院→(~)病院はない ，ま たは終答( タ イプ 1 ) 9人

t也凶記号 rOJは病院のしるしでないζとはわかるが ，役場の記号で②るとまでは

疎地平レていない。

¥..UX - (号事事答-Q)役場(タイプll) 5人

まちがってい.る部分を俗婚しないで③ができたのであるから，との 5人は②の設問
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会見逃どして応答しなかったものと考えbれ為。

①×→ @病院や必便局，町の巾心→ ψ~答，その他〈 タイ 7・Ill) 11人

2の説明はまちがいでφるとわかり乏がら，どの節分がiEし〈なく，また ，それを

どのよう陀な診したらよいかがは・コ きりしない。つでまり，<.Dの応答が的1法?主張回訟に

重量づけられて反応したのではないといえる。

①O(タイプtv) 4 6人

2 の説明は正しい。したがって，@~を解答 しなか ったクースである。 4 6人も ζ

とκ反応したζとは，結局，病院や役場の記号を習得していなかったか，見通どし

てしまった給条であろう。

3 rぞとで道を右Kまがり ，1キロ メートルほどまっすぐ行く と，橋があ りますJ

との問題は，縮尺についての知識を活用して地図を読む能力をたしかめたものである。

1キロメ ートんを 35 0メートんに訂正するのであるが，地幽の性俗ゃ子どもの発達?などから，正後な

距離を要求するζ とは必ずしも妥当でないので 300メート んから 40 0メート んの範囲を正答とした。

正答 ①× → ② 1キロ→③ 300-400とできた者 3 0人

誤答{列j ③×→ ② 1キロ→ (お50 Gなどや無答 1 7人

2の安 イプIの応答と同じ傾向である。つまり，u:x2)ではできたカゆで正しく距離を

測れなかった者である。@の誤答・で多かった'OIJは 50日メートんが6人 ，60日メー

トル ζ700メートんがそれぞれ 2人ずつ ，などである。

①×→@右vc;tが~ ，硲→ .j)無答 ，その他 1 3人

①はで吉たけれどもぬaができなかった，いわゆるm:のき呉答タイプであるo@のi笥鐙
でまちがって説明した部分を 「右JVC指織した者は ι人， r機 JV"Cは 2人などである。

したがって ，⑦で×をつけた理由が「右」ゃ 「僑 J などにあ るわけであるから，~の

.iE答は書民主意味でるるともいえる。

①O 3 G人

タイプNvc.属する詩集答と|弓僚で ，@とiJ)uc.ついては解答してい念い。

①O →② 1キロ → @無答 ・ 五人

<.00→(ID1キロ→⑥35 0メートノレ 2人

以上の 2つの解答例は ，①の尚越にかける説明を正しいとしながらゆでまちがいを僧

嫡しゅではそれを訂正したP無答にしたbしている。とのような矛盾した応答を示す

というこ とは，思考が一貫しでρ 念加で直線的に応答したのでは13:いかと忠う。

4 r篠をわたると，道は3Rむほうに向かつてのびています。友氏鉄道線!絡を見念から，しばらく

進むと，道は山κさしかか担ます。J

方{立についての知識を活用して地図を読む能力をたしかめようとした問題で②る。とこには 2つの訂

正積所がある。同東を北If(， ~J左を右にな草加さなければなら念ぃ。

京叡7J ノ②東 → ③..Itとできた挙
JU)x 
問 、 ~左 → ~右とできた省

3 5人

4 5入、

誤答ザ1m. ノ @:ffi.→@@， 1:っすぐに 1 4ノk
1 (1) x 
(イ) ， _- 、 @主E →@#属~ 5人
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予イプIの議答t貞向a'示している。 問では米の訂正をf'r!iJとしたヨ首る人， iまっすぐ

にJとした者5人などである。 rまっすぐVCJでもわる〈ないけれども，問題文陀は来
と警かれてlハゐのであゐから方自主で答えなければなら念ν、また ，i19 Jと答えた品人

は，万t立についての知識が不 じゅうぶんでφるといえよう。

問、 ー ノψその他 ，終答→その他 ，終答 1日人
j U)X 
粁)' - 、 @~挺答 → その他 ，終答 1 0人

タイプ血の謀者子傾向である。(7)のψでは 「鉄道線路Jを指摘した者が 2人いる。刊で奇襲

移の多かったl'!J!出は「主主 」をへ訴哉し念いで「東 jだけで応答したのではなかろうか。と

のように一部の児~VLは文宣告の中氏るるひとつの事象だけで反応 してしまう傾向がある。

(7) ノ ゆ無答 → @北 4人
} (!) x 
仰 、 ②無答 →③右 4人

(1)とLSができて途中のL訟を線答とした例で ，1Iの議答タ イプである。窃か空自になって

いるのは多分間婚を見過としてしまったものと考えられる。

的 、
} CDO 
11') 

:; 6人

4の道案内を説明 した文章にはまちがいの部分がをいとした者である。したがって「東

」や 「左 j(tt吟味を加えないで気安く応平等したと考えられる謡が3 6人i'i:;Io~よぶととは

一考を婆する点であるの

5 iB地は右がわにさのし.ti'i:見える告sら〈で，山の中ふくに若;.!Jます。」

ζれは ，等高線についての知識を活用して地図を読む能力をたしかめる問題でみる。 r中ふく 」を「
ふもとJ，あるいは「山の中ふ<Jを 「山ナそJ~C訂正しなければなら宏い。

正 答 IJ)'X →②中ふく→@ふもと..または ，山すそとできた呑 2 <¥人

誤答{河 (l)X → ②中ふく → (主導正答 <タイプIの誠答〉 出人

①× → (g)無答 → ~ふもと ， または ， 山すそ くタイプ瓦の誤答> 8人

① X → @その他 → @その他くタイプJl(の誤答> 5人

誤答分析すると ，r右がわJを 「左がわ」とした者 4人 ，n部溶」を 「くだもの畑」
とした者 1人でるる。

wO くタイプNfl.)誤答> 46人

以上，具体的な問題場面向7る綱引，絹婚をどの峨注意緩〈読んでいるかを分析的問題回

を飼いて分析してきた。 乙の結果 ，学習指導をするさいに盤主主し没ければならないζとは，

ア 間最長な見過どす兇議が多いので設問3互にとI:~象深〈気を紀る ζ と。

イ 児玉話のなか(ttは ，ひとつの事象だけで問題のlE告を判断すゐ傾向があるので ，父掌の前後関係や

地@用語などをじゅうぶん検討， 吟l来して応答するよう ，いっそう省主主する必長がるゐ。

ワ t包図をまずEみとるのκ必要な主主俗的知識を包得 していても ，それを活用 して地図を読む能力がまだ

綴実になって加ない。光雄のJ芯答傾向iJi，断片的で一貫性のないのも との給衆から生じるのでるるか

ら，j地図伝導の機会をできるだけふやし ，児童が地図に殺しむよ うに念るまで ，(.!'JJsし訓練する

必要がある。
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4 小学校高学年1((j，~げゐ地凶指導ω系統的対展につlハて

(1 )この向:遁をと りあげた理由

ア 会嗣小学校学力品l調査には， 例年， 第 5，る学年ともに地図の読み方に闘する内容Uについての鴻題

が出題されているじそとで， ζれらの隠績についてそのねらいと間勉自体を学年別VC!也被倹討して

みると ，ねらいは向学年とも完全にー童文 してま".9，1泊超自体もほぼ閥Z到支の基盤易自主を示している。

イ また ，当事 5学年の閥題を6年生死 ，第る学年の倒産量をと 5年生に実抱し， その結来を集計してみる

I;右表のようにな!J. j荷学年の正答率にむ統計

上の有君主友愛がない。したがって ，文部省がぞ

の学年と して要求される読図)Jをたしかめよう

として出越されているとするなら， 6年より 5

年のほうがより期待水準K透していゐと仮定で

きょ う。

ク 一方，地図の読み方に限らずすべての指導内

容は ，学年が進むにつれて系統的4て発展してい

問 題 小f1H 5年正答率

ト去
50.% 

5学年臼 71 61 % 
トー一一
@ 62 

@ 69 

6学年 臼 1←!一@@一一一ト7一1一一一ー
68 

64 

4年正答担終

36.% 

73 59 % 

68 

72 

81 74 

る?

くものでる片的，イのような結果が生じた (日 の問題M 祈的問題図と同一問題で

のである首ぞとで.5年で高必られた設国力にt 41>る。)

6均三えどの主うに発反していくのか，それは，

地図指導に》ける内容配列とどの工 う犯関係して凶るかを考書察し， 地図指導7.)若宮怠:点を指摘でき

るならそれを?明らかにしたいという考えでζの問題をとりあげた。

ヱ なな ，小， 中学校の読@指導C~)系統的発展vcつ凶ても 分併を行 なったが ，小，中。関連につい

て(ct，研究紀要第53築を参照綴いたい。

(2)分併の結果にあらわれた5 ，6年の読図力

分析約問題図 ，囚と調査問題回の 3大聞を分析 の対象と して ，術学年川答率を比較してみる

ζ 次の表のようになるロ

ね ら νョ 前日時 る年 完全止答ィ雪

地区記号ζ8方位Kついての知識を活用して地図をと 国〔あ〕① 50人 36人 5'if37人

読む姥力 白 (あ〕① 57 54 6 王手 3 1 
一一一
地図記号と縮尺κついての知識を活用して地図?を読 回〔る〕叫 71 73 5 年 ~ 9 

tJ' ~Ë力 白 Iめ〕⑪ 65 も7 d年 56 

地区i記号 .等高線等についての知識を活用して地図
回偽〕

地調 1169 72 5年 55 

を読み ，地域の符:徽を判断する能力 地!2QZ!71 81 6年 68 

地図記号 ，方位，縮尺 ，等高線電手につlハての知識を
国〔い〕 62 る8

同 (加) 1 60 167 
5年 31 

総合的に活用 して地図を統む能力 r印 片 ー
品年五 7

[い) 164 16'1 

ア 地図記号， 8方位!fC関する銑図力は) 5年が d 壬ドドζ比較してよく ， 完全iE答.~.~亡診いても 5年が

後位をしめている。ヰtを地~の上と して 8 方位をつかむ学醤は 4 年で行なわれるため ， 地区I記号や
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方位などの地凶:a:抗むうえに必必な基礎的知識につνもては， 61:ドよりむしゐ 5年の方が習得してい

たものと考えられる。

イ 地図記号、縮尺氏側するdiE凶カU.第5， 6王手間I'Cノビき念差が認められ.をい。

ク 地域の特徴を判断するI!~)]は，一見 . 6年が比較的よい成縦であるかのよ う陀思われる。しかし

晶玉手生lrよ分祈的関績に工1.>謝交の 5 ヵ月前lIC会同学 )Jli濁7.1iですでにとり間是~，~経験しているので.

そのために止答者が多かったとも考えられる。その点を考慮。亡入れる念らば.6年が5ft:VL比綬し

て成績がよいとは必ずしも断言できない。

ヱ 総合的統闘力をみる問題では， 5 ， 6学年』てかける正答率のきEはほとんどみられない。ととてな:

自しなければ念らないととは ，5年生の止答者が5年。亡出題された全国学力調査問題よりも 6年の

それに多かったとと。反対に， 5 年l疋出越された全国学力調査問題 Vとなける 6 年生の正答者が予~

外に少念かったととである。とりととは， 6年の問題が5年の開通陀比較して容易であったか，あ

るいは .6 年生の土也幽~佼む能万が低下 しているのではないかと後祭できる。

とのように5 ， 6年の銃図力は， 地復i記号 ，方位，綴尺 ，等高線念どのま定図。[!必要念基礎的知識の習

得も ，また ，乙れらの知識を総合的に活用して地図を読む能力にないても，大きな差が;11.<九 ζの結果

から考えられるととは第 5学年の地却に関する街導内容は主として日本の諸地域を学習するのであるか

ら，地区も 4年まで立〉大線尺の地図から小縮尺の地図vc移行するために， 4年ま でに高められたメ淵尺

のおt図力を 5年にじゅうぶん発展させて指導していないのではなかろうか。そして ，その原因は，君事5

学年で大縮尺の地図指織をかろそかVζ しているか，ある ln~ま， 大縮尺の地図指導を行念 ったと しても，

~5 学年で饗衣われた鋭@力をさらに発展させるよう念適切な伝導が行念われなかフたのではないかと

も考えられる。

(3)地図に鵠する指導 内容の菜列

小学校の地凶括織は ， 絵l:II!殴から始~ 9 ，烏かん図，平面図(5万分の 1や 1fj分の 1念ど国土地理

院で発行してlハる地形図で念 (，比較的簡主主化された地図でφる。 )と発展してい〈。 その指準系列を

敏括的に列記すゐと次のように念る。

1年家から学絞までの道j際を一本の道であらわ した絵地図で読む。

2年近所の絵地忍aJ益絡にそって説んだり番hたりする。

たとえば ，向分り家 ，友だちの家をみつけえり， 広ν、i箆やまがった遂な ど宏読む0
5年絵話B図'a:4方位や位設の関係で説むととvc念れさせる。

たとえば，山 ，川， 道路などの相互位置を4方位<l_)免?訟を活用していいあらわす。

治もな地凶記号(たとえば ，'学校 ，郷便局 ，役場 ，鉄道 1 L~吠 ， 道路 ， 備など )を絵土也図に併用

して地図な読む。

4土手 平面地図の利用になれさせ，北宏池{認の上として B方伎をつかむ。

地図のよで地理的現象を関係づけて考える。

たとえば，簡単な地形図を飼いて土地の利用を読みとる。

地図上の$'・もな記号(たとえば ，水田，畑， 部落，工場，山積 ，等高線念ど )iと覚える。

5王手 指導内容が郷土から 臼み:に広がるので小縮尺の1tll凶が主となる。したがって ，岡本地図の概略

を学留することが主流 となる。

部分的に大縮尺の地図をj鳴いて ，地図の総合的な見方の初歩"ft学留する。
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る年 地巡約内主主では世界 'l;)弱々 (D ~j主2裂が中心となるので， s:也凶は，J消首尺のt註芥地盤iになる。

以上のよう』乞，小学校の地図街若手は指導内容の領域のf広大にf!I':って ，身近かtl土地むようすを示す大

縦尺の地幽から小潟尺のjfu逗lへと発援していく。 ζとで往白しなければ念らないととは，学力調査に出

越されたような大縮尺の地問の銃みJj(IC関する学'jgIは 4年が中心で， 5 ， 6年では日本会よび世界の小

総尺池図の読図が主たる学君主内容になる というととである。とのように小学絞高学年(lCj叫する統図K闘

する指導内容の附列には断層があるわけであるから ，5 ，μドで大縮尺の地凶指導が不じゅうぶんでら

ったりすると ，一部の絞図能力の高い児童主を除いて大部分の児厳が不完全なままで ，中学 1年で行なわ

れる高度の地形図学習に発展してしをう危険性がるる。

(4)結果のまとめと指導ょの留意点

5 ，品同学年。亡間一問題で地図を読む能力をたしかめた給条，地図記号，方位，総尺等の基礎的知識

の笥得Kついても ，とれらの知識を活用して総合的氏I迦図を読む能力についても ，ともvc正答Z容にかい

て有Zまのi査が念いととろから， 5 ， 6学年聞には大縮尺の地図を読む能力がスムーズlて発展していると

は思われをい。その原因は，小学校高学年になける地図学習の指導内容の配列，と ぐに ，4年までの大

縮尺の地図から 5年の小縮尺の地図への移行。て断層があるために ，5 ， 6年で大縮尺の地図鱈導がじゅ

うぶんなされてい念い結果と考えられるυ

したがって，小学校高学年(IC$~ける学習指導の留意点、としては

ア 5年の最初陀行1.tわれる「わか;j;!ヨの産業と人々 の生活Jなどで ，臼本の国土の広がりを学習す

る導入副精として，大縮尺の地図の銃み方についてある程度復習しーてがく必要がある。

イ また， r臼本の農業」の織元では ，北陸地方や東北地方が主事与な米作地帯十てなっている選出を

考える学習など陀地形図をとり入れ ，地図記号，方位，縮尺，害事高級念どの統殴ーに必婆注基礎的

知識を的縫(!C;抱慢させるように，機会遣うるどと代地図指導を発展させ?をければなら念い。

ウ 6年で(II，地理分野氏関する学醤内容は主として世界の国々が中心となるので ，大総尺の地闘

宏用いて学習活動を行tlぅ場面が比較的少ない。したがって ，教科指導の中で大縮尺の地図を利

用するととり:吸混としてもたとえば ，遠足やマ ヲソ〆大会などの学校行事Vζ ，道j痕を決定したり

土地の起伏を考えた!l，るるいは道路に沿った土地の象観念どを調べたりするのに大縮尺の~l!凶

を用いる ζとは有主主義であるし，さらに 5年まで!IL高められた読図力を発展させることにもなる

であろう。

W まとめ

本年[~の第品学年全国学力潟三までは，地図の読み方Uζ闘するI渇婦の1E答みが主主高になっているととろ

から，一般犯児童宝C地図を読む能力はi奇〈衣ってきているといわれている。しかし ，との結果:だけから

ははたして兇糞たちが ，出題のね らいにあるよう左 ，地図記号 ， 方低，縮尺，等高線等fl_)地~を読みと

る上に必要念基俗的知識をじゅうぶん活用して応答したかどうかというととは，必ずしも明らかでない。

そとで， iil還資同長還を解決するのκ必要な基礎的知識 ・技能をほんとう比身についているかどうかな分
析できる問題を作成して，その結果を考察した。

1 基礎的知識・技能の習得状況について

と ζでは ， 読図に必要1.t~ま鎚的知識・備Eがどの経度習待しているかを分析検討 した。
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(1) 地図記号

ア 地凶記号の習待率iま方{立，縮尺 ，等高線等に比較してもっとも高い。

イ 学校，郵便局，役場，榊土，寺，減ると，港，銑g.水臣，害事翼線の 10記号中，役場の記号が殺

低である。書長谷分析すると，寺や減めとに議答する者が多い。役場の表記法は単なる主~で . :1宇宇土ゃ

t巷のように施設の特徴的友部分を記号化した!J，W.i0と，欽道のように:itt跡ゃ施設を象形イヒしたもの

でたいので理解しに〈かったのであろう。

ワ 神干土の記考と寺院の記号を混同する傾向が一部でみられる。

エ 地図記号(1(ワいては，読図力が下位にibるCグループの児蛍V"Lないても 10言r.号中平均 8つで主て

いるので ，記号の知識は彰台むね理解しているものと考えられる。

(2)方佐

ア 方位記号のしめされていない地図~'C?ける 4 方位の位監についての問題で， 上方が北であるとい う

基本的;を約束を理解している者は 7劉であるが，上 ，下，左 ，右の方伎を完会vc記憶している者は約

51liJ ~亡すぎない。

イ さらlそ， 応答;結泉をさぐってみると， たとえば ，r左は( )，坊は( ) Jのような関越を解答

するとき地図上の依置を丹念陀考えーて応答したので念(. r東向Jと練用的。亡呼ばれているととをそ

のまま軽率に記入したのでは念いかと縫察される。

ウ 地図記号と 4方位 ，8 Î]位についての知識を活用して;地図を読む能力をみる問題では ，どと ~基点

としてどちらを見たものか，つまり ，地図上の-r自互依鑑を方位の匁語訟を活用してl円いφらわすととが

できをい児童震が多1/>0

エ 方位i乞関する長抗議の~H容は，読図v'c必要1r基滋的知識のなかではもっともわるい。

(3) 綴 尺

ア 梯尺~使って二地点聞の姫単位 をほかる能力は地逗l記号 VL次いで よい。 しかし， ζ の緩の問題を 4題

出越して行7.L>てみたととどう ，<)間金却をできた者が4割』て{街介ー念lハととろから， ]I!長経をは3がる能力

はじゅうふ・んであるとはいえない。

イ また，喜呉答反応が多岐にわたっていると とろから ，結局，梯尺の使い方や ，励尺を利用して地図上

の目織を読み実際のi1e寄生を見積る佼能が不足しているものと考祭される。

(4i 等高 線

ア 土地C起伏 ，高低，1tIT商図についての読図カは ，):j位の問題に次いでわるい。

イ 等高線で示された地図から新商図bてよる土地の起伏を考祭する力をみる関越では ，約半数の!泡盛が

議答している。議答ω中で もっ と も多かったのは ， 断面以~ー⑮の位設を反対lそ考えて応答したもの

である。また，等高線の書いてあるととるは石段のように設になっていると考えている児童もいるa

ワ 地図の上で，どとが急でどζがなだらかな傾斜をしているかを指摘するととは，なお‘むね理滅して

1ハるけれども ，なかVCtl，等高線の皆察しているところは急傾斜であることが関係づけられなw児玉星

がいる。

2 総合的読国力

ζ とでは，地図記号 ，方位 ，縮尺， 等高線空手の銃箇に必要ま基礎的知識を総合的に活用して地図を読

む銘力をたしかめてみようとした。

ア 総合的問fll!.を5尚H1i出越して，児主主Vとかける総合的統凶力を検討してみると ，各鎚ともそのJE答者
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が 7~J前後で予怨をよ凶る好成綴であった。

イ しかし ，とれらの止谷者が .Jm図記長き，hl立等の知識を討議炎κ身vc.コけた」ニでLi百科したものとは恩.
えない。たとえば，総合的問題の5胡を金却できた呑が 3;tlJ~.ζ {前た念いところからも推察される。

ク また ，誤答分析の活糸から考えると，尼崎の応答傾向は ，文立の倹討や地図の総合乞なろそかにし

て，文章者E含まれているひとつの挙がらだけで ，1也の粂件を;Ji・えずVζ応答する傾向17}i強いように怠わ

れる。

エ ー方 ， 総合的問題ωJE答怒は ， 方位 ， 剥~;尺 ， 等部泉等の謀議的|局制に比較して高〈な';Jている。 ζ

れは，選択枝に記述された内容が容易であったことにも よるであろうが ，逆にいえば ，地図指導にか

いて要素的念事がらが倣底されてい~\t\給呆とも考えられる。

3 地図を注意深く読む力

ととでは，造家内を劃朋した文章が与えられた地区に即応しているかどうかを明らかにrるという ，
いわば具体的な悶鎚治!日での読図刀をたしかめると岡崎に， 分節{ヒ した設問形式をとった甥合(tC.児Z置

はどの程度問題をrr:怠深〈読みとって応答するものかどうかも合わぜて検討し£うたした。

7 設問形式を①説明内容の.iE否の判断 .②容の1'$分の指繍 ，③〉否の節分の訂正， という順序で問うて

みたととる.Ci':@はできていたけれども@をまちがえた者 ，①で説明文を正 しいとしながら@を応答

する者走ど s一貫性の念い応答や矛盾した応答が目立つc

イ ζのよう に ，兇35のなかには設問?と完治どした り，あるいはひとつの事象だけで問胞の正否を判断

する傾向がるゐ。

少 との問題を完全vc.il答した者は 1割陀i!しないととろから s地図Z己号，方自主 ，縮尺 ，等高線等の知

，殺を的確vc習得 している兇重量が少JZ< .したがって ，ζ うした勾誠治乞活用して勉氏をおEむ能力も不じ
ゅうふ・んであると怠われる。

4 地図指4の系統的発展

にとでは，地図のおtみ方に!損ナるIdJ一伺ngを5， (.，主pt'C実施し ，その正答率をと比叡することvcよって

とくに ，小学校高学年VC~Iずる地~f:i婦の|対地点をさぐろ うとしえ。

ア 5 • 6年の統詞)Jウi.j要素約組組で弘総合的情認にかいても大きな差はみられなかった。

イ ζ うしたととは， t年までに高められた説闘力を 5， 6年に発展さぜる主うな地図術導7)，不じゅう

ぶんであったか，小学校高学年に:10'ける拘&:El学f却の指導内容の配仰に fその原因が②るのでは念いか

と考えるみ

。小学絞の地図術'-4は ，絵地図 ，;造かん凶 ，ZF雨凶と発展してい〈のであるが .その僧iLf，系仰を分析
してみると ， 全国学力品念た出題されたよう左大総尺地凶のd凶~1: 4年が中心で ，5 • 6年では白木

辛子よび滋界の小絡尺地図の読図;?l玄となる。

エ ζのようVC，4年までの大翁尺の抱r:ZIから， 5 年のIj~~尺の地調への移行に新展がみられるために

5 ， 6年{てかいて太総i)¥!.の地図指導がじゅうぶんなされて加ないωでは念いかと考える。

(嗣場数)
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